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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 11,568 3.8 637 74.7 675 62.8 360 20.0
23年3月期第3四半期 11,145 2.9 364 17.2 414 19.3 300 57.0

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 350百万円 （19.7％） 23年3月期第3四半期 292百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 90.49 ―
23年3月期第3四半期 74.78 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 8,553 4,874 57.0
23年3月期 7,568 4,567 60.4
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  4,874百万円 23年3月期  4,567百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 11.00 11.00
24年3月期 ― 0.00 ―
24年3月期（予想） 10.00 10.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,300 4.0 667 7.3 679 2.2 360 △23.2 90.68



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料３ページ「サマリー情報（その他）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続き対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成23年11月４日に公表いたしました業績予想の修正に関するお知らせから修正は行っておりません。 
２．本資料に掲載されている業績予想等は、現時点で入手可能な情報により判断した予想であり、将来の業績に影響を与える様々な要因によって大きく異なる可
能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 4,216,000 株 23年3月期 4,216,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 236,452 株 23年3月期 236,452 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 3,979,548 株 23年3月期3Q 4,013,977 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災や福島第一原子力発電所の事故により、多く

の産業が大打撃を受けました。その後、サプライチェーンの立て直しや各種政策効果により穏やかながら持ち直し

の傾向が見られましたが、依然として厳しい状況で推移しました。また、欧州の政府債務危機や米国の景気低迷な

どを背景に、急速に円高が進行し、輸出業者などに打撃を与えました。 

 また、当社グループが拠点を構える北海道の経済におきましても、前述の大震災や原発事故の影響により、特に

観光産業が打撃を受ける中で、公共工事は依然として減少傾向にあり、個人消費も厳しい状況で推移しました。 

 医療業界におきましては、臨床検査業界の再編による競争激化や医療機関の医師・看護師不足の長期化など、厳

しい経営環境が続いております。 

 このような状況の中、当社グループは、医療機関からの多様なニーズに応えた積極的な営業活動を展開し、新規

顧客の獲得や業務の効率化と採算性を重視した経営改善に努めてまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高11,568百万円（前年同期比3.8％増）、営業利益637百万

円（同74.7％増）、経常利益675百万円（同62.8％増）、四半期純利益360百万円（同20.0％増）と増収増益になり

ました。  

 セグメントの業績は次のとおりであります。  

①臨床検査事業 

臨床検査事業におきましては、新規顧客の獲得に重点をおいた営業展開を推し進めてきたことにより一定の成果

を上げることができ、売上高3,847百万円（前年同期比4.3％増）、セグメント利益163百万円（同39.5％増）と増

収増益になりました。 

②調剤薬局事業 

調剤薬局事業におきましては、既存店舗の来客患者数の増加などにより、売上高7,060百万円（同5.2％増）、セ

グメント利益763百万円（同41.3％増）と増収増益になりました。 

③医療機器販売・保守事業 

医療機器販売・保守事業におきましては、前年同期は好調であった大型備品の販売が平年並みであったことによ

り、売上高612百万円（同11.8％減）、セグメント利益3百万円（同33.7％減）と減収減益となりました。 

④その他の事業 

臨床検査システムのソフトウェア販売及び保守の収入におきましては、売上高48百万円（同1.3％減）、セグメ

ント利益20百万円（同10.3％増）の減収増益となりました。  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産）  

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は5,728百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,059百万円増加

（前連結会計年度末比22.7％増）致しました。これは主に現金及び預金が773百万円増加、受取手形及び売掛金が

201百万円増加及び商品及び製品が56百万円増加したことによるものであります。固定資産は2,825百万円となり、

前連結会計年度末に比べ73百万円減少（同2.6％減）致しました。これは主に無形固定資産が32百万円減少したこ

とによるものであります。 

この結果、総資産は8,553百万円となり、前連結会計年度末に比べ985百万円増加（同13.0％増）致しました。 

（負債）  

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は3,324百万円となり、前連結会計年度末に比べ705百万円増加

（同27.0％増）致しました。これは主に支払手形及び買掛金が654百万円増加したことによるものであります。固

定負債は354百万円となり、前連結会計年度末に比べ27百万円減少（同7.2％減）致しました。これは主に長期借入

金が17百万円減少したことによるものであります。 

この結果、負債合計は3,678百万円となり、前連結会計年度末に比べ678百万円増加（同22.6％増）致しました。

（純資産）  

当第３四半期連結会計期間末における純資産は4,874百万円となり、前連結会計年度末に比べ306百万円増加（同

6.7％増）致しました。これは四半期純利益360百万円がありましたが、一方では、剰余金の配当43百万円計上した

ことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は、57.0％となり、前連結会計年度末比3.4ポイント減少致しました。 

また、1株当たり純資産は1,224円91銭となり、前連結会計年度末比77円13銭増加致しました。  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後の様々な要因によって、予想数値

と異なる可能性があります。なお、通期の業績予想につきましては、各セグメント共に順調に推移しております

が、季節的な要因もあることから連結業績予想を据え置くことといたします。 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。  

（４）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。な

お、「金融商品会計に関する実務指針」（日本公認会計士協会会計制度委員会報告第14号）が平成23年３月29日

付けで一部改正されたことに伴い、従来、特別利益に計上しておりました「貸倒引当金戻入額」は、当第３四半

期連結累計期間より営業外収益に「貸倒引当金戻入額」として計上しておりますが、同実務指針の定めに基づ

き、前第３四半期連結累計期間については遡及処理を行っておりません。 

（法人税率の変更等による影響） 

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法

律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置

法」（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度か

ら法人税率の引き下げ及び復興特別法人税の課税が行われることになりました。これに伴い、当第３四半期連結

累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の見積実効税率は従来の41.3％から

44.2％となります。この税率変更により、未払法人税等は18,206千円増加し、法人税等は同額増加しておりま

す。 

（不動産管理並びに賃貸業の収入及び原価の計上区分の変更） 

当社の連結子会社であるアクテック株式会社の不動産管理並びに賃貸による収入及び原価については、従来、

売上高及び売上原価に計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より営業外収益の受取賃貸料及び営業外

費用の賃貸収入原価として計上する方法に変更しております。 

この変更は、当社グループの事業内容を取締役会で審議した結果、今後の事業戦略上、アクテック株式会社の

不動産管理並びに賃貸業を主たる事業として積極的に事業展開する予定がないことが確認できたため、より実態

を適切に表示するために行ったものであります。 

当該計上区分の変更は遡及適用され、前第３四半期連結累計期間については、遡及適用後の四半期連結財務諸

表となっております。 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の売上総利益及び営業利益が2,469千円減少

しておりますが、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

なお、セグメント情報に与える影響については、当該個所に記載しております。 

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,663,613 2,437,358

受取手形及び売掛金 2,311,251 2,512,923

商品及び製品 545,756 602,542

仕掛品 14,356 37,923

原材料及び貯蔵品 28,806 7,453

繰延税金資産 54,787 54,787

その他 88,589 107,751

貸倒引当金 △37,962 △32,521

流動資産合計 4,669,198 5,728,218

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,745,831 1,752,846

減価償却累計額 △1,086,101 △1,118,346

建物及び構築物（純額） 659,730 634,499

機械装置及び運搬具 65,387 66,387

減価償却累計額 △57,217 △59,419

機械装置及び運搬具（純額） 8,169 6,967

工具、器具及び備品 1,867,207 1,964,603

減価償却累計額 △1,442,615 △1,582,083

工具、器具及び備品（純額） 424,592 382,519

土地 909,323 945,696

リース資産 52,879 60,659

減価償却累計額 △15,829 △19,236

リース資産（純額） 37,050 41,423

建設仮勘定 － 15,000

有形固定資産合計 2,038,865 2,026,107

無形固定資産   

その他 159,159 126,601

無形固定資産合計 159,159 126,601

投資その他の資産   

投資有価証券 124,132 109,029

長期貸付金 33,027 28,548

長期前払費用 26,382 27,282

差入保証金 324,896 317,371

繰延税金資産 140,905 146,803

その他 243,207 235,465

貸倒引当金 △191,498 △192,072

投資その他の資産合計 701,052 672,427

固定資産合計 2,899,077 2,825,136

資産合計 7,568,276 8,553,355
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,710,004 2,364,515

短期借入金 413,181 403,832

リース債務 12,127 15,205

未払法人税等 160,372 180,061

未払金 124,986 101,383

賞与引当金 67,986 19,379

その他 129,975 239,994

流動負債合計 2,618,633 3,324,371

固定負債   

長期借入金 64,061 46,148

リース債務 32,055 32,516

長期未払金 214,097 201,618

役員退職慰労引当金 55,863 57,753

退職給付引当金 9,600 10,187

繰延税金負債 298 －

その他 6,041 6,157

固定負債合計 382,015 354,381

負債合計 3,000,649 3,678,752

純資産の部   

株主資本   

資本金 983,350 983,350

資本剰余金 1,015,270 1,015,270

利益剰余金 2,668,466 2,984,810

自己株式 △98,502 △98,502

株主資本合計 4,568,583 4,884,927

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △955 △10,324

その他の包括利益累計額合計 △955 △10,324

純資産合計 4,567,627 4,874,602

負債純資産合計 7,568,276 8,553,355
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 11,145,074 11,568,719

売上原価 7,944,968 8,063,921

売上総利益 3,200,106 3,504,797

販売費及び一般管理費 2,835,380 2,867,718

営業利益 364,726 637,079

営業外収益   

受取利息 2,296 1,486

受取配当金 1,940 2,121

受取賃貸料 35,771 39,487

助成金収入 14,500 －

貸倒引当金戻入額 － 7,156

その他 29,457 27,897

営業外収益合計 83,965 78,149

営業外費用   

支払利息 6,241 4,750

賃貸収入原価 27,522 32,092

その他 114 2,891

営業外費用合計 33,878 39,734

経常利益 414,813 675,494

特別利益   

貸倒引当金戻入額 63,921 －

前期損益修正益 44,532 －

固定資産売却益 104 174

固定資産受贈益 7,358 731

特別利益合計 115,916 906

特別損失   

固定資産売却損 268 －

固定資産除却損 2,290 669

会員権評価損 1,400 5,800

店舗閉鎖損失 － 7,168

減損損失 － 5,530

特別損失合計 3,958 19,168

税金等調整前四半期純利益 526,770 657,232

法人税等 226,597 297,112

少数株主損益調整前四半期純利益 300,173 360,119

四半期純利益 300,173 360,119
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 300,173 360,119

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △7,227 △9,369

その他の包括利益合計 △7,227 △9,369

四半期包括利益 292,945 350,750

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 292,945 350,750
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該当事項はありません。   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフトウェ

ア販売及び保守による収入を含んでおります。 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント 

その他 
（注） 

合計 
臨床検査
事業 

調剤薬局
事業 

医療機器
販売・保
守事業 

計 

売上高             

外部顧客への売上高  3,687,598  6,714,297  694,353  11,096,249  48,824  11,145,074

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  54  423,894  423,948  621  424,569

計  3,687,598  6,714,351  1,118,247  11,520,198  49,445  11,569,644

セグメント利益  116,902  540,106  6,036  663,045  18,844  681,890

  （単位：千円）  

利益 金額   

報告セグメント計  663,045

「その他」の区分の利益  18,844

セグメント間取引消去  4,314

全社費用（注）  △321,478

四半期連結損益計算書の営業利益  364,726
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、臨床検査システムのソフト

ウェア販売及び保守による収入を含んでおります。 

 ２．「追加情報 不動産管理並びに賃貸業の収入及び原価の計上区分の変更」に記載のとおり、当社の連結

子会社であるアクテック株式会社の不動産管理並びに賃貸による収入及び原価については、従来、売上

高及び売上原価に計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より営業外収益の受取賃貸料及び営

業外費用の賃貸収入原価として計上する方法に変更しております。なお、当該計上区分の変更は遡及適

用され、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の「その他」の売上高が6,205千円、

「その他」のセグメント利益が11,469千円及びセグメント間取引消去が9,000千円減少しております。 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務部門等管理部門に係る費用であります。 

該当事項はありません。   

該当事項はありません。   

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 
及び２  

合計 
臨床検査
事業 

調剤薬局
事業 

医療機器
販売・保
守事業 

計 

売上高             

外部顧客への売上高  3,847,389  7,060,547  612,593  11,520,531  48,188  11,568,719

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  431,004  431,004  591  431,596

計  3,847,389  7,060,547  1,043,598  11,951,535  48,779  12,000,315

セグメント利益又は損失

（△） 
 163,061  763,301  3,998  930,361  20,791  951,153

  （単位：千円）  

利益 金額   

報告セグメント計  930,361

「その他」の区分の利益  20,791

セグメント間取引消去  7,088

全社費用（注）  △321,161

四半期連結損益計算書の営業利益  637,079

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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